
「約束をすること、守ること」に関する教材

第１　題材設定の趣旨

子どもたちの間では、ものの貸し借りをめぐる問題が多く起きている。借りる側の問題点としては、①借りたものを大切にしようという意識が希薄である、②期限などの約束を守ろうとする意識が低い、といったことがあげられる。さらに、③人間関係や力関係で自分のほうが優位に立っているという意識が働くと、①や②につながりやすい傾向がある。一方、貸す側の問題点としては、①約束をはっきりしない（できない）で貸してしまう、②断り切れず貸していることがあげられる。
　　こうした児童の実態を踏まえると、「約束をすること、守ること」の意義について改めて考えさせる必要がある。例えば、約束をすることもしないことも自由であること、約束は原則として守らなければならないこと、約束を守らないと相手に迷惑がかかることなどについて、実感として理解させることが重要である。

また、こうした学習を通じて、契約に関わることなく社会生活を営むことはできないことについて気づかせる。

第２　指導事例
共通事項　｢(2) 日常の生活や学習への適応及び健康安全｣
　　　　 「ウ　望ましい人間関係の形成」
　１　指導事例「約束をすること、守ることについて考えよう～貸し借りを通して～」の構成

事例①　「約束をすること、守ること」
事例②　「貸し借り」
２　目標

事例①　約束についての関心を高め、「約束をすること、守ること」について考えさせる。
事例②　「貸し借り」について考えさせ、「約束をすること、守ること」についての理解を深める。

３　位置付け
「約束をすること、守ることについて考えよう～貸し借りを通して～」の教材は、新しい小学校学習指導要領の特別活動「学級活動」の「共通事項(2)　日常の生活や学習への適応及び健康安全」のうち、「ウ　望ましい人間関係の形成」において、身近な約束を題材として、契約自由の原則と契約に伴う責任の意義を平易な言葉で学び、よりよい日常生活を送ることができるようにするという観点から作成したものである。なお、この教材は、題材①と題材②で構成されているが、これらのうちいずれかひとつだけを取り扱うこともできるし、それぞれを第１時、第２時として２時間構成で取り扱うこともできるものとして作成されている。
４　指導計画「約束をすること、守ることについて考えよう～貸し借りを通して～」の　　概要
ア　事例①「約束をすること、守ること」
ここでは、「約束をすること、守ること」について考えさせる。まず、アンケートの集計から、ものの貸し借りをめぐりトラブルが存在することに気づかせる。さらに、具体的な貸し借りの事例から、あやふやな約束、相手に流されてする約束、約束の軽視、約束の不履行などの問題点に気づかせる。そして、「約束をすること、守ること」について整理する。
イ　事例②「貸し借り」
ここでは、「貸し借り」について考えさせる。まず、実社会の中にたくさんの貸し借りが存在することに気づかせる。なぜこのようにたくさんの貸し借りが存在するのかという発問から、貸す側、借りる側が得られるものを考えさせていく。そして、貸し借りの前提である「返す」ということにも注目させながら、約束を守ることで双方が利益を受けられることに気づかせる。
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